様式ELP01-2
性　能　評　価　申　請　書
一般財団法人	建材試験センター
理事長　殿
申請者は、建築基準法第68条の25第5項の規定による性能評価を、一般財団法人建材試験センターの｢性能評価業務約款(令和7年1月6日改正)※｣に同意の上申請します。この申請書及びこれに関連して提出する資料（当該構造方法、建築材料又は試験体の仕様を含む）の記載事項は、事実に相違ありません。
また、当該申請の構造方法等は、過去に同一評価項目の内容による試験により不合格となったものではありません。
※  令和7年1月6日改正の「性能評価業務約款」では、法施行規則第十一条の二の三第六項に基づき認可を受けた手数料を追加しています。法第2条第七号耐火構造の長時間後追い試験、法施行令第百十二条第二項に係る耐力壁の一時間準耐火構造、令第一条第五号及び令第一条第六号のうち模型箱試験にて不燃性能を確認する場合は、認可を受けた手数料をご確認下さい。
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性能評価書
宛　名
	フリガナ
	マルバツサンギョウカブシキカイシャ

	
	
	会 社 名
	○×産業株式会社

	
	
	責任者名
	役職名
	代表取締役
	氏名
	○×　太郎

	
	
	所 在 地
	〒103-0000
東京都中央区日本橋○○町＊―＊―＊＊　△△ビル＊階

	
	連絡
担当者
	フリガナ
	マルバツサンギョウカブシキガイシャ

	
	
	会 社 名
	 (
※
5
) (
※
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)○×産業株式会社

	
	
	所属部署
	□□部○○課

	
	
	フリガナ
	シカクマルジロウ

	
	
	氏   名
	 (
※
４
)□○　次郎

	
	
	所属住所
	〒340-0000
埼玉県草加市◎◎町＊－＊＊－＊＊

	
	
	TEL
	048-XXX-XXXX
	FAX
	048-XXX-XXXY

	
	
	E-Mail
	※※※※@maru.com

	
	※通常は連絡担当者欄に記載された会社名宛の請求書を、担当者宛で送付します。請求先が異なる場合は、下欄に記入して下さい。

	
	請求先
	(請求書宛名）○△システム株式会社
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)(住所）〒757-0000　山口県山陽小野田市○○町＊－＊＊－＊＊

	
	
	(氏名）○△　太郎

	
	
	(TEL）
	0836-XXX-XXXX
	(FAX）
	0836-XXX-XXXY

	
	
	(E-Mail）＊＊＊＊＊@sankaku.com
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	 (
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)〔基準法・施行令〕　　第２条  第七号　　　　　　　の認定に係る性能評価

	
	評価項目
内　　容
	項目名：　耐火構造

	
	
	部　位：　外壁(耐力)　　時　間：　　60　分（防耐火構造等の場合のみ記載してください。）

	
	申請仕様
の名称
	名　称：　○○塗・○○表張／○○裏張／○○製枠組造外壁


	
	備　　考
	 (
※
１
)商品名：建材試験センター壁

	
	
	 (
※
6
)試験体製作及び管理受付番号：第　　　EG　　　　号
（防耐火構造等、事前に試験体製作及び管理をご依頼されている場合、ご記入ください。）

	
	
	 (
※
9
)性能評価業務約款第２条第２項に基づく業務期日
(記載無き場合は性能評価業務約款による)
	：

	試験に係る事項
	試験項目
	試験方法（条件等）

	
	耐火性能試験
	 (
※
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	· 本書により取得した個人情報は、性能評価事業の実施並びに性能評価、試験、システム審査、標準化、調査研究の事業に関する情報をお知らせするために使用し、第三者への開示を行わないなど個人情報保護法に則った適正な管理を行ってまいります。　　v250106




性能評価申請書の記載について
性能評価申請書は、性能評価申請にかかる申請の契約書としての扱いになります。申請書は性能評価業務約款を十分にお読みいただいた上、下記事項にご注意の上記載をお願いします。
なお、記入欄には、申請される内容に基づいて記載してください。

【申請者】の欄
○性能評価書宛名
※１・名称は正確に記入してください。特に責任者の役職名は｢代表取締役社長｣、「取締役社長」等に注意してください。大臣認定申請はこの宛名で行います。
・連名にて申請される場合には、①申請各社にて性能評価申請書を作成、②連絡担当者欄は1名の代表連絡担当者を各申請書に記載、③連名申請である旨、会社の記載順、連絡担当者の説明資料、請求先に関する説明資料（様式自由）を添付してください。
○連絡担当者
※２・連絡担当者は、当センターと打合せや書類のやり取りを行う、コンタクトポイントの方になります。申請内容について責任を持ってご返答をいただける方をご記入してください。また内容により担当される方が異なる場合には、その旨をご記載ください。申請に用いる言語は日本語になります。
・連名での申請の場合、「連名申請に関する説明資料」に打ち合わせや、書類のやり取りをする担当者を1名決めていただき、ご記入ください。
○請求先
※３・請求書宛先が連絡担当者と異なる場合にご記入ください。
【性能評価に係る事項】の欄
○対象法令
[bookmark: _Hlk83376735]※４・対象法令は、構造方法等の認定に必要な性能評価に係る手数料表「性能評価手数料 一覧表」（当センターHP掲載）を参考にご記入ください。
○評価項目内容
※５・評価項目の内容は、構造方法等の認定に必要な性能評価に係る手数料表「性能評価手数料 一覧表」（当センターHP掲載）を参考にご記入ください。
　なお、指定建築材料、ホルムアルデヒド発散建築材料については、対象の材料名称を記載してください。（例：指定建築材料（コンクリート）、ホルムアルデヒド発散建築材料（合板））
○申請仕様の名称
※６・申請仕様の名称を記載してください。構造の特性や、材料の構成がわかるような名称をご記入ください。
○備考
※７・商品名がある場合はその名称をご記入ください。商品名がない場合は記入不要です。（商品名は性能評価件名とともに性能評価書に記載されますが、国土交通省が発行する認定書への記載はありません。）
※８・性能評価の業務期日が性能評価業務約款第2条の期日（受付日から12ヶ月）を越える場合、当方の担当者と協議の上、業務期日を記載して下さい（例①：○○年○○月○○日　例②：受付日から○ヶ月）。なお、この業務期日につきましては、別途変更願書にて手続頂くことにより再延長できます。
【試験に係る事項】の欄
○試験項目、試験方法（条件等）、備考
※９・試験項目、試験方法については、当センター職員との打合せに基づきご記入ください。
・過去の性能評価に係る試験結果に基づく性能評価の申請の場合は、「過去の性能評価に係る試験結果に基づく」とご記入ください。また、該当する過去の性能評価の受付番号をご記入ください。
・過去の性能評価に係る試験結果に基づく性能評価を申請される場合は、以下の書類を添付してください。
過去に取得した大臣認定書及び性能評価書の鑑の写し
申請仕様の一覧
追加又は差替えをする構造説明図及び施工図
追加事項の適合性について、過去の性能評価の際に実施した試験の結果を用いて評価できることの説明
試験体仕様と申請仕様の比較表（仕様の部分が明確に区別できるように下線を引いてください。)
【その他】
申請受付後、申請書記載内容に変更が生じた場合には所定の「変更願書」、性能評価を取り下げされたい場合には、所定の「取り下げ届」にそれぞれ必要事項を記入の上、当センターに提出願います。
